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§　第１章　美郷町食育・地産地消推進計画の策定にあたって　§ 

 
 
１．計画策定の趣旨 
 

本来「食」とは、人間の命を成り立たせ、その生命を維持し続けるために行なってきた

行為であり、私たちが生きていく上で最も重要なものです。しかし、近年における「食」

とは、味や食感を楽しむ傾向が強く、食事で賄えない栄養素は、サプリメントや栄養剤で

補う時代へと変化しつつあります。また、新型コロナウイルス感染症の流行は、町民の生

活習慣や食環境に大きな影響を及ぼしました。家庭での調理機会や健康への関心は高まっ

た一方で、共食の機会減少、食文化の継承の停滞、農産物販売方法の変化など新たな課題

も生じています。 

 

今後、私たち自らが「食」の本来の目的を見出し、「食」に関する正しい知識や食を選択

する力を身に付けることは、将来を担う子供たちの健全な育成に欠かすことの出来ない要

素であるため、私たち一人ひとりが「食」について関心を持ち、家庭、学校、地域等の様々

な場面において食育の推進に取り組むことが重要です。 

 

このような現状において、国は平成１７年に「食育基本法」を制定し、国民が生涯にわ

たって健全な心身を培い、豊かな人間性を育むための食育を推進することとしました。宮

崎県においても、平成１８年に「宮崎県食育推進計画」が策定され、平成２３年には「宮

崎県食育・地産地消推進計画」を策定（平成２９年・令和４年改定）して、食育と地産地

消の取り組みを推進しております。 

 

本町においても平成２７年に「美郷町食育・地産地消推進計画」を策定し、基本理念で

ある「美しい人を育み 郷土の食を守る 食育・地産地消の推進」を意識しながら食育と地

産地消の推進に努めてきました。 

さらに令和２年度に策定した「第 2 次美郷町食育・地産地消推進計画」においては、家

庭、学校、地域、関係団体が一体となり、安心・安全で豊かな食を通じて食育と地産地消

の推進を図ってきました。 

　今回、宮崎県の「宮崎県食育・地産地消推進計画」の改定された点も鑑みて、より美郷

町の風土と食文化にふさわしい「第３次美郷町食育・地産地消推進計画」を策定します。 

 

 



 

２．計画の位置づけ 

 

　本計画は、食育基本法第１８条第１項に基づく市町村食育推進計画及び「地域資源を活

用した農林漁業者等による新事業の創出及び地域の農林水産物の利用促進に関する法律」

第４１条第１項に基づく市町村促進計画として位置づけ、本町の食育・地産地消に関する

施策を総合的かつ計画的に推進するための基本となるものとします。 

　また「第 3期美郷町まち・ひと・しごと創生総合戦略」等の関係諸計画と整合し、行政、

農林漁業関係者、食品製造関係者、教育関係者、美郷町ヘルスサポートクラブ等、食育・

地産地消に関わる様々な取り組みをもとに、総合的に策定するものとします。 

 
 
３．計画の期間 

 

　本計画は、令和８年度を初年度とし、令和１２年度を目標年度とする５ヵ年計画としま

すが、計画期間中に著しい状況の変化等が生じた場合には、必要に応じ見直しを行なうこ

ととします。 

 
 
 

  　  
 
 
 
 
 
 



 
●美郷町食育・地産地消推進計画体系図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

宮崎県食育・地産地消推進計

画（第 3 次） 
Karada Good Miyazaki

～関連計画～ 
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§　第２章　美郷町の食をめぐる現状　§ 

 

１．食生活の変化と健康 

 

　「食」は、人の生命と健康を維持する根幹をなすものです。しかし近年の私たちの食生活

は、海外からの食料輸入の増大に加え、外食中食産業の発展や生活環境の欧米化により、脂

質の摂りすぎや栄養バランスの偏りが問題となっています。 

　また、規則正しい食生活習慣も乱れつつあり、特に朝食の欠食率が目立ちます。一日の活

動に必要なエネルギーを摂取することや、生活リズムを整えるのに優れた働きを持つ朝食

を見直すことは、食生活改善を図るために重要なポイントと言えます。 

 

 

 

●食生活習慣に関するアンケート結果

　1日の活力源となる朝食、皆さんは毎日元気においしく食べていますか。

〇朝ごはんは食べていますか？

学年別 毎日食べる
たまに食べない事

もある
食べない

小学生(5～6年生） 23 11 0

中学生(7～9年生） 42 7 4

合計 65名（75％） 18名（21％） 4名（4％）

〇夜ご飯の後に何か食べることがありますか？

学年別 毎日食べる 時々食べる 食べない

小学生(5～6年生） 5 23 6

中学生(7～9年生） 9 38 6

合計 14名（16％） 61名（70％） 12名（14％）

　特にご飯を主食とする炭水化物（糖質）はエネルギーのもとになり、体温を上げ、脳を元気にし便通をよ
くし、生活のリズムを整えるのなどの効用があります。

　脳は糖質がなければ働きが鈍くなります。朝食を抜くことは肥満にもつながり、生活習慣病の原因になる
とされています。

　令和6年度～7年度、美郷町内義務教育学校小学5年生～9年生(87名）を対象に生活習慣病予防のアンケー
ト調査を実施しました。



 

（令和７年美郷町健康福祉課調べ）　 

 

 

〇カップラーメンなどの麺類を食べる時に汁まで飲みますか？

学年別 全部飲む 少し飲む 飲まない

小学生(5～6年生） 7 17 10

中学生(7～9年生） 6 20 27

合計 13名（14％） 37名（43％） 37名（43％）

〇ジュースは普段から飲みますか？

学年別 よく飲む たまに飲む あまり飲まない

小学生(5～6年生） 10 14 10

中学生(7～9年生） 5 33 15

合計 15名（17％） 47名（54％） 25名（29％）

〇生活習慣病という言葉を知っていますか？

学年別 知っている 知らない

小学生(5～6年生） 20 14

中学生(7～9年生） 52 1

合計 72名（83％） 15名（17％）

【考察】

　今回のアンケートでは、毎日朝ごはんを食べている児童･生徒が全体の約8割である一方「たまに食べない
こともある」、「食べない」と回答した児童･生徒も一定数いました。

健康的な生活を支援するためには、朝食の重要性を再認識させるだけでなく、起床時間を一定にする、夜更
かしを避けるなど生活リズム全体の改善が必要となります。

　美郷町では、５～９年生を対象とした食育講演会を実施しており、生活習慣病予防には若いころから糖質
や塩分の摂り過ぎに注意することや、食品を購入する際にはパッケージにある食品成分を確認することなど
を学習しています。

　この結果から中学生の多くはジュースを「たまに飲む」程度であり、習慣的に頻繁に飲んでいる生徒は比
較的少ないことがわかります。また、「あまり飲まない」生徒も一定数いることから、甘い飲料を控える意
識が一部で高まっている可能性も考えられます。



 

 

 

 

 

 

〇中学生食事アンケート

１．朝ご飯は食べていますか？

 A　毎日食べる 38人
 B　たまに食べないことがある 9人
 C　まったく食べない 0人

２．ダイエットについて興味がありますか？

 A　ある 23人
 B　ない 27人

３．食品を購入する際に何に気をつけて購入していますか？　（複数回答）

 A　賞味期限 30人
 B　値段 43人
 C　カロリー 17人
 D　生産地（国産・外国産） 10人
 E　塩分 5人
 F　栄養 6人
 G　味 36人
 H　添加物 3人

４．清涼飲料水（ジュース）は飲みますか？

 A　毎日飲む 2人
 B　週に２～３回飲む 21人
 C　ほとんど飲まない 27人

５．何を飲んでいますか？

 炭酸飲料（コーラ、ファンタ、サイダー、ジンジャーエール、キレートレモン等）
 スポーツ飲料、オレンジジュース、リンゴジュース、いちごミルク、乳酸菌飲料

６．間食はしますか？

 A　毎日食べる 10人
 B　週に２～３回食べる 26人
 C　ほとんど食べない 14人

　令和５年度から令和７年度の3年間、町内の中学3年生（50人）を対象に食事に関するアンケー
ト調査を実施しました。(美郷町は小中一貫校なので9年生を対象としています。）



 

 

 

（令和７年美郷町健康福祉課調べ）　 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．夜食は食べますか？

 A　毎日食べる 1人
 B　週に２～３回食べる 12人
 C　ほとんど食べない 37人

８．自分の食事はバランス良くとれていると思いますか？

 A　とれている 36人
 B　とれていない 14人

～考察～
　小学生に比べて毎日朝食を食べない生徒が増えています。

　美郷町では、食育の中で朝食の大切さを伝えていますが、親世代でも朝食の欠食が見られるこ
ともあり時間がないなどの理由で、毎日ではないが朝食を欠食する生徒もいるようです。
　思春期に入ると自分の容姿が気になり始め、ＳＮＳの発信による芸能人やモデル、インフルエ
ンサーへの憧れが強くなるからかダイエットに興味があると答える痩せ願望が見られます。
　間食については毎日菓子類を食べる割合は少ないが、手軽に購入できるジュース類は飲む機会
が多いようです。しかし、前回調査においては毎日飲む生徒が多かったのに比べ、今回は常飲す
る生徒が減少。生活習慣病予防の講演会にてジュースに含まれる砂糖の量について学習した事で
前回調査時よりも減少がみられたのではないかと考えられます。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図　子どもの肥満は大人の肥満のもと

〇生活習慣病と食事

・メタボリックシンドロームの診断基準

（厚生労働省研究班）

小児（６～１５歳） 成人

 ・腹囲  ・腹囲
 男女とも８０㎝以上※  男性８５㎝以上　女性９０㎝以上

➕ ➕

 2項目以上  2項目以上

 １)血清脂質  １)血清脂質
 高トリグリセリド≧１２０mg/ｄL  高トリグリセリド≧１５０mg/ｄL
 かつ/または  かつ/または
 低HDLコレステロール＜４０mg/ｄL  低HDLコレステロール＜４０mg/ｄL

 ２）血圧  ２）血圧
 収縮期血圧≧１２５mmHg  収縮期血圧≧１３０mmHg
 かつ/または  かつ/または
 拡張期血圧≧７０mmHg  拡張期血圧≧８５mmHg

 ３）空腹時血糖≧１００mg/ｄL  ３）空腹時血糖≧１１０mg/ｄL

 ※腹囲/身長が0.5以上で該当。
 小学生では腹囲75㎝以上で該当。

　近年では、小児肥満が深刻となり、メタボリックシンドロームとの関連が問題視されていま
す。
　小児でも、肥満度が高いと血圧、血糖、中性脂肪などの上昇やHDLコレステロール値の低下がみ
られメタボリックシンドロームを発生している可能性が高いことが分かってきました。小児のメ
タボリックシンドロームを促進させる要因について「朝食を食べない」「夕食時間が遅い」「就
寝時間が遅い」ということが分かっています。
　また、「毎日お腹いっぱい食べる」「早食い」「朝食を食べない」「運動不足（外遊びが少な
い)」などの生活習慣が、肥満や脂質異常、肝機能異常との関連が見られたという結果が出ていま
す。幼児期、および学童期から適正な質と量の食事を摂取することや食品を選ぶ力をつけること
が今後必要となります。
　子どもの肥満は、将来の生活習慣病につながることが多くあるため注意が必要です。



 

２．美郷町の農林畜産物 

 

本町は、標高約５０ｍから１，４００ｍの山間地に位置し、その約９２％が山林です。

新鮮な空気や美しい水といった素晴らしい自然環境の中で、多種多様な農林畜産物が生産

され、それらを利用した加工業も盛んです。 

町内には、農林畜産物や加工品を販売する直売所があり、誰もが気軽に地場産品を買い

求めることができます。新鮮で美味しい地元の産物を食材として利用し、豊かで健康的な

食生活を実現できる環境が整っていることはとても素晴らしいことです。また、地域の伝

統的な食材や料理を更に磨き上げ、次の世代に継承することも重要なことです。 

 

 

●自慢の農林畜産物 

 

　本町には五十鈴川、耳川、小丸川の３つの河川が流れており、それぞれの流域で独自の

農耕文化が築かれております。中でも、五十鈴川流域の北郷では、豊かな自然の中で育っ

た樫やクヌギ等を利用した椎茸栽培や木炭の生産が盛んで、日本三大備長炭である「宇納

間備長炭」もこの地で生まれました。耳川流域の西郷では施設園芸が導入され、特に完熟

きんかんやミニトマト等は、県内トップクラスの産地へと成長しております。小丸川流域

の南郷では、その急峻な山地を利用した梅の生産が盛んであり、特に霜の降らない高山地

で栽培される南高梅は、本場紀州の品に劣らない素晴らしい南高梅です。 

　町内では、豊富な水を利用した水稲や、肉用牛の生産が行なわれ、平安時代より受け継

がれた田楽神事である「御田祭」などの伝統的な農耕行事が色濃く残るのも、本町の特色

の一つです。 

 

  
中小屋天文台　　　　　　　　 恋人の丘　　　　　　　　　美郷レイクランド 

 

 

 



●美郷町で生産される農林畜産物の状況　　 

穀類の生産状況 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 7年美郷町農林振興課調べ） 



野菜の状況 

 

 

 

　　　 　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　  　 

（令和 7年美郷町農林振興課調べ） 



果樹の状況 

 

 

 

　　　 　　　 

　　 　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 7年美郷町農林振興課調べ） 










